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も
っ
と
多
く
の
人
に

城
沼
の
花
ハ
ス
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

つ
な
観
光
資
源
だ
と
思
う
。
市
外
の

友
人
を
遊
覧
船
に
招
待
す
る
と
、
み

ん
な
す
ご
く
感
動
し
て
く
れ
る
。
も

っ
と
多
く
の
人
に
城
沼
の
花
ハ
ス
の

魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

花
ハ
ス
遊
覧
船
を
は
じ
め
と
す
る

夏
の
城
沼
花
ハ
ス
ま
つ
り
は
、
今
年

で
13
回
目
の
開
催
を
迎
え
ま
す
。
昨

年
は
お
よ
そ
４
０
０
０
人
（
花
ハ
ス

遊
覧
船
乗
船
者
数
）
の
お
客
さ
ん
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
城
沼
に
群
生
す

る
巨
大
な
ハ
ス
の
葉
の
間
を
、
縫
う

よ
う
に
船
が
進
む
様
は
ま
さ
に
圧
巻

の
ひ
と
言
。
館
林
な
ら
で
は
の
涼
や

か
で
優
美
な
夏
の
光
景
が
、
訪
れ
る

か
た
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　　

城
沼
の
花
ハ
ス
遊
覧
船
を
利
用
す

る
お
客
さ
ん
の
多
く
は
市
外
の
か
た

だ
そ
う
で
す
。
７
～
８
月
に
か
け
て

見
ら
れ
る
、
城
沼
を
覆
う
ほ
ど
の
花

ハ
ス
の
光
景
は
、
市
民
に
と
っ
て
は

毎
年
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
珍

し
い
光
景
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

花
ハ
ス
船
か
ら
見
る
風
景

城
沼
で
特
別
な
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
―

ハス：原産地はインド▶スイレン科の
多年生植物▶城沼には数種類のハスが
生息しており、主に食用の朝鮮ハス

し
、
市
外
の
か
た
に
は
、
風
情
が
あ

る
幻
想
的
な
光
景
に
映
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ

れ
、
携
帯
端
末
な
ど
か
ら
簡
単
に
情

報
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
時
代
。
観
光

情
報
や
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
も
、

す
ぐ
に
検
索
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
携
帯
端
末
は
あ
く
ま
で

も
、
道
具
に
す
ぎ
ず
、
魅
力
や
感
動

を
実
際
に
伝
え
る
の
は
人
間
で
す
。

地
元
の
人
間
が
、
観
光
資
源
に
つ
い

て
誇
り
と
愛
着
を
も
っ
て
語
り
、
外

に
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
次
第

に
魅
力
は
色
あ
せ
、
忘
れ
去
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

今
ま
で
の
夏
と
一
味
も
二
味
も
違

う
、
特
別
な
思
い
出
を
つ
く
り
に
、

家
族
や
友
人
と
城
沼
花
ハ
ス
ま
つ
り

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

の
館
林
自
慢
が
、
き
っ
と
一
つ
増
え

る
は
ず
で
す
。

館
林
駅

東
北
自
動
車
道

館林 IC
R354

●市役所

●体育館 ●花山町

●つつじが岡入口

こ
こ
で
し
か
出
会
え
な
い

息
を
の
む
光
景
を
求
め

地
元
の
眠
っ
て
い
る
宝
を

探
し
て
い
く

１

２１・２▶まつり期間中につつじが岡パーク
インで食べられる花ハスパスタとハスクッ
キー。この他にも、豪華ハスづくしの花ハ
ス御膳やれんこん冷麦も人気。遊覧船の乗
船券と花ハスランチがセットになった、お
得なメニューも用意されています。

花ハス遊覧船
時間　期間中の午前８時30分～午後３時
（随時運行）
ところ　つつじが岡公園渡船乗り場
費用　大人　800円、小学生以下　300円
※20人以上の団体は１割引（要予約）
※つつじが岡パークインでのランチがセ
　ットになった乗船券も販売します
問合せ　城沼観光㈱（℡73 - 7800）、又は
市観光協会（花のまち観光課内　内線252）

世界の花ハス展・ハスの　　
お食事・お土産
ところ・問合せ　つつじが岡パークイン
（℡75 - 8484）

夏の城沼 ７月

10日 日15
８月

～
30
分
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
♪

　東武沿線地域で、夏の「涼」を
感じることができる、おすすめ観
光スポットといえば、城沼の花ハ
スです。ハスが青々と生い茂る沼
を、小舟で巡ると、とても癒され
ますし、情緒を感じることができ
ます。どの年齢層のかたでも幅広
く楽しめますので、ぜひ足を運ん
でほしいです。

　
城
沼
の
花
ハ
ス
遊
覧
船
が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
県
内
外
は
も
と
よ

り
、
海
外
か
ら
も
花
ハ
ス
遊
覧
船
を

目
当
て
に
館
林
を
訪
れ
る
か
た
が
い

ま
す
。
今
年
は
、
観
光
ツ
ア
ー
の
目

的
地
に
組
み
込
ま
れ
、
団
体
客
が
つ

め
か
け
る
と
の
こ
と
。
以
前
、
遊
覧

船
に
乗
船
し
た
こ
と
の
あ
る
市
民
の

か
た
は
、
こ
の
状
況
を
予
想
し
て
い

た
か
の
よ
う
に　
「
花
ハ
ス
は
ツ
ツ
ジ

に
匹
敵
す
る
く
ら
い
館
林
の
た
い
せ

インタビュー

癒しと情緒を求めて城沼へ

東
武
鉄
道
㈱
　
館
林
駅
長

和わ

久く

井い

秀ひ
で

剛た
か

さ
ん



　

明
治
時
代
。
維
新
に
よ
っ
て
江
戸

幕
府
が
倒
れ
、
多
く
の
武
士
た
ち
は

失
業
と
い
う
運
命
に
陥
り
ま
し
た
。

各
地
で
そ
う
し
た
藩
士
の
救
済
事
業

が
計
画
さ
れ
る
中
、
旧
館
林
藩
も
そ

の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
旧

藩
主
を
継
い
だ
秋あ

き

元も
と

興お
き

朝と
も

は
、
山や

ま

田だ

烏う

兎と

二じ

と
い
う
人
物
に
、
旧
藩
士
た

ち
の
生
活
実
態
調
査
と
城
沼
を
利
用

し
た
水
産
事
業
着
手
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

山
田
烏
兎
二
は
、
館
林
藩
の
武
士

出
身
。
維
新
後
は
当
時
の
小
学
校
の

教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
烏
兎
二
に

と
っ
て
、
館
林
の
旧
藩
士
を
救
済
す

る
城
沼
水
産
事
業
の
要
請
は
ま
さ
に

寝
耳
に
水
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

明
治
17
年
（
１
８
８
４
）
に
烏
兎

二
は
、
多
く
の
教
員
や
生
徒
た
ち
に

惜
し
ま
れ
つ
つ
、
教
師
の
職
を
辞
し
、

全
身
全
霊
を
懸
け
て
城
沼
水
産
事
業

に
取
り
か
か
り
ま
す
。
事
業
の
具
体

的
な
内
容
は
、
城
沼
沿
岸
で
の
養よ

う

鯉り

と
蓮
根
の
栽
培
で
し
た
。
い
ず
れ
も

烏
兎
二
と
旧
藩
士
に
と
っ
て
は
未
経

験
の
分
野
。
更
に
当
時
の
城
沼
は
人

び
と
の
立
ち
入
り
を
拒
絶
す
る
か
の

よ
う
に
葦あ

し

が
群
生
し
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
し
た
。　

　

水
産
事
業
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
烏
兎
二
指
揮
の
下
、
周
囲

の
農
民
な
ど
と
協
力
し
、
一
歩
一
歩

前
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
事
業
に

着
手
し
て
二
年
目
。
烏
兎
二
の
努
力

は
実
を
結
び
ま
す
。
養
鯉
、
蓮
根
の

山
やま

田
だ

烏
う

兎
と

二
じ

：天保13年（1842）－明
治26年（1893）▶館林旧藩士▶教師
を退職後、城沼水産事業に着手

　県外などの遠方から訪れるお客

さんは増えていますが、地元のお

客さんは少ないのが現状です。城

沼のハスの隠れた魅力に気づいて

いない市民も多いはず。ふだん何

げなく、花ハスを見ているかたも

いるかもしれませんが、船から見

る光景は全くの別物。ぜひ一度、

クルーズ船に乗って、地元の魅力

を堪
たん

能
のう

してほしいです。

　60年以上、城沼を仕事場にして

いますが、沼はその都度、違った

表情を見せてくれます。クルーズ

船には何度乗っても、新しい発見

や驚きに出会えますよ。

　今年は５月の気温が高かったの

で、みごとな花が咲いてくれると

思います。おすすめの時間帯は午

前中。例年よりも30分早めて船を

出すので、かれんに咲き誇る花ハ

スと夏の城沼の風情を、多くの人

に楽しんでほしいですね。

　▶ハスの花
か

床
しょう

。蜂の巣状の形をし
ている。　▶ハスの種。花が咲くま
でには３年近くかかるという。植物
の種の中でいちばん生命が長いとい
われ、3000年経過しても発芽する。
　▶船内では城沼の歴史やハスの解
説を行っている。寺内さんは乗客の
喜ぶ顔が一番励みになると語っていた。

ツツジと花ハスは
館林のかけがえのない宝物だね

ハ
ス
の
歴
史
を
訪
ね
る

城
沼
で
ハ
ス
の
栽
培
を
し
た
館
林
藩
士

栽
培
は
と
も
に
順
調
に
進
み
、
徐
々

に
旧
藩
士
に
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
か
ら
城

沼
で
の
渡
船
業
を
開
始
す
る
な
ど
、

水
産
事
業
の
拡
大
を
忠
実
に
突
き
進

む
烏
兎
二
で
し
た
が
、
自
然
の
猛
威

が
牙
を
む
き
ま
す
。
大
雨
に
よ
っ
て
、

渡
良
瀬
川
が
決
壊
。
養
鯉
と
蓮
根
の

栽
培
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
城
沼
水
産
事
業
は
計
画
の

見
直
し
を
迫
ら
れ
ま
す
。
そ
の
３
年

後
、
烏
兎
二
は
病
に
倒
れ
、
水
産
事

業
の
完
遂
を
見
ず
し
て
52
年
の
生
涯

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
水
産
事
業
は

中
断
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
周
辺

住
民
に
よ
っ
て
、
烏
兎
二
が
説
い
た

城
沼
開
発
の
理
念
は
、
後
世
に
受
け

継
が
れ
て
い
く
の
で
し
た
。

困
窮
藩
士
を
救
う
た
め
に

城
沼
水
産
事
業
が
開
始

烏
兎
二
の
思
い
は
後
世
に

　

田
山
花
袋
が
詠
ん
だ
短
歌
で
す
。

花
袋
が
ハ
ス
に
つ
い
て
詠
ん
だ
作
品

は
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ハ
ス
の
花
に
つ
い
て
詠
ん
だ
短
歌
は

こ
の
作
品
の
み
。
月
明
か
り
に
照
ら

さ
れ
た
、
水
辺
に
浮
か
ぶ
ハ
ス
が
美

し
く
、艶つ

や

や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
年
月
、
人
び
と
を
魅
了
し
て

き
た
城
沼
の
ハ
ス
。
こ
の
貴
重
な
財

産
を
次
の
世
代
に
も
ず
っ
と
残
す
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
ハ
ス
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
館
林
に
住
ん
で
い
て

も
気
づ
か
な
い
よ
う
な
、
宝
物
が
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い
る
は
ず
。

私
た
ち
が
そ
れ
ら
を
掘
り
起
こ
し
、

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
山
花
袋

▶城沼観光㈱社長▶城沼漁
協組合長▶待

まち

矢
や

場
ば

両
りょう

堰
ぜき

土地
改良区理事

１

３

２

２
３

１▶城沼総合体育館西に建っている山
田烏兎二の碑（高さ1 6 4㎝・幅63㎝）
２▶烏兎二と城沼水産事業について書
かれた「城沼は語らず」（著：山田秀穂
出版：群馬出版センター）３▶城沼の
ハスが描かれている上毛館林城沼所産
水草図の一部（館林市立資料館蔵）

１

寺
てら

内
うち

吉
よし

一
かず

さん（当郷町）

花ハス遊覧船を運行している

１
２

３



▶▶申込み・問合せ　介護高齢課介護保険係（内線6 2 2）

夏
の
冒
険
に
レ
ッ
ツ
ゴ
～

夏休みイベント情報

　　　図書館たんけん隊
　　　　とき　７月30日㈭　午
　　　　前10時30分～正午　
ところ　図書館
対象　市内在住の小学１～４年生
※保護者の参加も可
定員　15人（先着順）
内容　図書館職員による案内と
ミッション（任務）を行いなが
ら館内を探検します
参加費　無料
申込み・問合せ　７月11日㈯の
午前９時から、同館（℡74 - 23
46）へ

　　　　夏休み食育ツアー
　　　　とき　７月30日㈭　午
　　　　前９時～正午　
ところ　㈱とりせん成島店（成
島町）
対象　市内在住の小学生
定員　20人（先着順）
内容　野菜や果物についての体
験型学習や調理を行います
参加費　無料
申込み・問合せ　７月11日㈯の
午前10時から、赤羽児童館（℡
72 - 4155）へ

　　　公園を散策しよう
　　　　とき　８月１日㈯　午
　　　　前９時30分～11時30分
ところ　多々良沼公園周辺
対象　市内在住のかた
※小学３年生以下は保護者同伴
定員　50人（先着順）
内容　樹木や生き物を観察しな
がら公園を散策します。また、
ネイチャーゲームによるプレゼ
ントも用意しています
参加費　無料
申込み・問合せ　７月８日㈬か
ら21日㈫までに、緑のまち推進
課緑化政策係（内線4 1 7）へ
※ぐんま緑の県民基金補助事業
　です

　　　親子工場見学会
　　　　とき　８月４日㈫　午
　　　　前８時45分・市役所2 0 3
　　　　　 会議室集合　午前11時
　　　　解散（予定）
ところ　東洋水産㈱関東工場（赤
生田本町）
※都合により見学先などが変更
　になる場合があります
対象　市内在住の小学３年生以
上の児童と保護者
定員　25人（申し込み多数の場
合は抽選）
参加費　無料
申込み・問合せ　７月17日㈮ （必
着）までに、申込書（商工課及
び市ホームページにあります）
を直接、又は郵送で同工業労政
係（〒3 7 4 - 8501　市役所内　
内線2 0 6）へ 
※１通につき１家族のみ有効

　　　親子バスツアー
　　　　とき　８月19日㈬　午
　　　　前９時30分・館林市役
　　　　所集合　午後４時解散
　　　　（予定）
ところ　東洋水産㈱関東工場（赤
生田本町）、東洋大学板倉キャン
パス（邑楽郡板倉町）
対象　館林市及び邑楽郡内在住
の小・中学生と保護者（保護者
は１家庭１人。子ども又は保護
者だけの参加不可）
定員　40人（申し込み多数の場
合は抽選）
内容　企業見学と東洋大学で食
にまつわる実験などを行います
参加費　無料
申込み・問合せ　７月27日㈪（必
着）までに、参加者全員の郵便
番号、住所、氏名（ふりがな）、
年齢（学年）、、電話番号を記入し、
はがき、ファクス、又はＥメー
ルで館林行政県税事務所（〒 374
 - 0029　仲町11 - 10　℡72 - 44
15　 73 - 7858　 tategyou
@pref.gunma.lg.jp） へ
※申し込みは１家庭１通とし、
　Ｅメールの場合は件名に「バ
　スツアー申込」と記載してく
　ださい

　　　きもだめし大会　
　　　ボランティア募集
　　　　とき　７月17日㈮　午
　　　　後１時30分～２時30分
対象　市内在住の小学生以上
定員　15人（先着順）
内容　７月30日㈭に行うきもだ
めし大会のお化け作りと、当日
のお化け役など
持参する物　筆記用具
申込み　当日会場へ
きもだめし大会
とき　７月30日㈭　午後２時～
３時30分
対象　市内在住のかた
参加費　無料
申込み　当日の午後１時30分か
ら、西児童館で整理券を配布
※ゴールしたかたにプレゼント
　を差し上げます
共通事項
ところ　西児童館
問合せ　同館（℡75 - 4311）

　　　水中かるた大会
　　　　とき　７月20日㈷　午
　　　　前９時15分～正午（雨
　　　　天決行）　
ところ　城沼市民プール
対象　小学３～６年生
内容　プール内にある「館林か
るた」を何枚取れるかを競います
参加費　無料
申込み・問合せ　７月12日㈰ま
でに申込書（城沼総合体育館及
び市ホームページにあります）
をスポーツ振興課管理係（同館
内　℡74 - 2611）へ

　　　むかしあそび
　　　　とき　７月19日㈰～23
　　　　　　　日㈭　午前10時～午後
　　　　４時
ところ　武

ぶ

鷹
よ う

館（大手町）
内容　竹馬やこま回しなど昔の
遊びや、風車などの手作り体験
参加費　無料
申込み　当日会場へ
問合せ　文化振興課文化財係（文
化会館内　℡74 - 4111）

　　　成27年８月から、65歳以上で所得
　　　が一定以上のかたは介護保険サー
ビスを利用するときの自己負担が、これ
までの１割から２割に変わります。要介
護認定者には「介護保険負担割合証」を
７月下旬に発送します。届いたら、ケア
マネジャー・介護サービス事業所・介護
保険施設に提示してください。

平

　　　民税非課税世帯のかたは、介
　　　護保険負担限度額認定証を介
護保険施設、又は短期入所事業所に
提示すると食費と居住費が軽減され
ます。
　現在、交付されている認定証の有
効期限は７月31日㈮です。８月１日
㈯以降の認定証を受け取るには申請

市

１　　　か月間に利用した介護保険サービス　　　の自己負担額が上限額を超えたとき、
その超えた分が高額介護サービス費として、
後から支給されます。
　平成27年８月から、現役並み所得者の区
分を新設し、上限額が設定されます。ただ
し、同一世帯内にいる65歳以上のかたの収
入の合計が一定未満の場合、申請をするこ
とで上限額が下がることがあります。
　申請によって自己負担の上限額が下がる
可能性があるかたには、基準収入額適用申
請書の勧奨通知を送付しますので、７月31
日㈮までに申請してください。

自己負担額の上限額

８月以降の介護保険自己負担割合

※65歳以上で課税所得1 4 5万円以上のかたが同一世帯内にい
　るかた。ただし、65歳以上のかたが１人世帯で収入が3 8 3
　万円未満、２人以上の世帯で収入の合計が5 2 0万円未満の
　場合は、申請により市民税課税世帯のかたと同様の上限額
　になります

※市民税非課税の場合、所得にかかわらず１割負担になります

介護保険サービス利用者の所得区分
65歳以上（第１号
被保険者）のかたが
１人の
世帯

２人以上
の世帯

合計所得160万円未満のかた、又は合計所得
160万円以上で年金収入＋その他合計所得が
280万円未満のかた

１割負担 １割負担

合計所得160万円以上で、年金収入＋その他
合計所得が280万円以上346万円未満のかた ２割負担 １割負担

合計所得160万円以上で、年金収入＋その他
合計所得が346万円以上のかた ２割負担 ２割負担

介護保険サービスの利用者の
収入・所得の区分 ７月まで ８月から

医療保険制度における現役並み所得者
相当のかた　※下記を参照ください 37,200円 44,400円

市民税課税世帯のかた 37,200円 37,200円

世帯全員が市民税非課税のかた 24,600円 24,600円

世帯全員が市民税非課税のかたのうち、
合計所得金額と課税年金収入額の合計
が80万円以下のかた

24,600円
（世帯）

24,600円
（世帯）

15,000円
（個人）

15,000円
（個人）

生活保護受給者のかた 15,000円 15,000円

が必要です。ケアマネジャー、又は介
護保険施設の職員が申請を代行するこ
とができますのでご相談ください。
　なお、今回より、同一世帯ではない
配偶者の課税状況と、本人と配偶者の
預貯金などの金額（単身1,000万円以下、
夫婦2,000万円以下）が、認定要件に追
加されます。

介護保険負担割合証の
交付について

介護保険
負担限度額
認定申請の
受け付け

が

介護保険基準収入額
適用申請の受け付け

▶▶申請先・問合せ　介護高齢課介護保険係（内線6 2 2）
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更
新

　

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
（
茶
色
）
を
、
７
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。
簡
易
書
留
を
希
望
す
る
か
た
は
、

７
月
10
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
被
保
険
者

証
は
、
保
険
年
金
課
、
各
公
民
館
、
又

は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
の
更
新

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
自

己
負
担
額
、
食
事
療
養
費
な
ど
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
現
在
、
交
付
さ
れ
て
い
る

認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈮
で

す
。
新
し
い
認
定
証
を
初
め
て
受
け
取

る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
平
成
26
年
８
月
以
降
に
同
認
定
証
の

　

交
付
を
受
け
、
現
在
も
継
続
し
て
該

　

当
す
る
か
た
で
、
平
成
27
年
度
の
住

　

民
税
が
非
課
税
世
帯
の
か
た
は
申
請

　

不
要
で
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
に

　

認
定
証
が
同
封
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

　

確
認
く
だ
さ
い

対
象　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
い
る
被

保
険
者

持
参
す
る
物　

身
分
証
（
本
人
確
認
で

き
る
物
）、後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
、
印
鑑
（
浸
透
印
不
可
）

申
請
先　

８
月
３
日
㈪
か
ら
同
給
付
係
へ

共
通
事
項

問
合
せ　

同
給
付
係
（
内
線
６
２
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
証
の
更
新

被
保
険
者
証
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

お知らせ

　

容
を
確
認
で
き
る
証
明
書
（
所
得
額
・

　

控
除
額
・
扶
養
人
数
・
住
民
税
の
課

　

税
の
有
無
な
ど
記
載
の
あ
る
物
）
を

　

取
り
、
７
月
下
旬
に
発
送
す
る
通
知

　

と
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
平
成
26
年
分
の
市
・
県
民
税
の
申
告

　

が
済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、
申
告
し

　

た
後
に
、
更
新
の
手
続
き
を
お
願
い

　

し
ま
す

問
合
せ
　
同
給
付
係
（
内
線
６
２
６
）

　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
か
た
で
福

祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証（
ピ
ン
ク
色
）

を
お
持
ち
の
か
た
は
、
７
月
31
日
㈮
で

有
効
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

７
月
下
旬
に
発
送
す
る
通
知
を
確
認
し

て
、
保
険
年
金
課
で
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ

　

れ
た
か
た
は
、
同
27
年
１
月
１
日
現

　

在
の
住
所
地
で
同
26
年
分
の
所
得
内

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
更
新

お
手
持
ち
の
受
給
資
格
者
証
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

お知らせ

　７月７日の七夕は、館林駅前
の竜の井広場で、第２回竜の井
キャンドルロードを開催します。
　電気を使わず、キャンドルに
灯
あか

りをともすことで、すてきな
ひとときを演出します。ここで
使用するキャンドルは、市民の
皆さんから回収した廃油を再利
用して作ったものです。廃油キ
ャンドルを使用したエコなキャ
ンドルロードを楽しんでみませ
んか。
　また、この日は身の回りの電
気を消して、キャンドルの灯り
を見つめ、いつもとは違うゆっ
たりとした七夕の夜を過ごして
みましょう。夜空の星の輝きと
ともに、ふだん何げなく使って
いる電気のたいせつさを感じる
ことができますよ。

第２回竜の井キャンドルロード
とき　７月７日㈫　午後８時～
10時
ところ　竜の井広場（本町二丁目）
問合せ　市地球環境課環境政策
係（内線4 5 1）

キャンドルでエコな夜を
過ごしてみませんか

Vol.24

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

意見募集
館
林
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正（
案
）

　　　

こ
の
案
件
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
に
よ
る
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
と
は
、

行
政
機
関
が
政
策
の
立
案
、
条
例
改
正

な
ど
を
す
る
と
き
に
、
市
民
に
広
く
意

見
な
ど
を
求
め
る
制
度（
手
続
き
）で
す
。

資
料
公
表
・
意
見
提
出
期
間　

７
月
１

日
㈬
か
ら
７
月
31
日
㈮
ま
で

公
表
場
所　

行
政
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

意
見
提
出
先
・
問
合
せ　

意
見
書
（
同

課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
法
規
文
書
係
（
〒
３
７
４

─

８
５
０
１　

市
役
所
内　

内
線
３
１

９　

72

─

３
２
９
７　

    gyosei@
city.tatebayashi.gunm

a.jp

）
へ

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
こ
れ
に
対
す
る

　

市
の
考
え
方
は
、
８
月
下
旬
頃
に
公

　

表
す
る
予
定
で
す

フ
ァ
ミ
サ
ポ
お
ね
が
い
会
員
説
明
会
を
開
催

子
育
て
の
援
助
を
希
望
さ
れ
る
か
た
へ

お知らせ

麺
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

募　集
と
き　

10
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰　

午
前

８
時
～
午
後
４
時
30
分 （
予
定
）

と
こ
ろ　

市
役
所
東
広
場

対
象　

高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
保
護

者
の
同
意
書
が
必
要
）

定
員
　
各
日
１
５
０
人　

内
容　

来
場
者
の
案
内
、
行
列
の
整
理
、

会
場
内
の
ご
み
拾
い
な
ど

※
事
前
に
説
明
会
を
行
い
ま
す

申
込
み
　
９
月
10
日
㈭
ま
で
に
、
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
活
動
希
望

日
（
両
日
可
）
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
又
は
直
接
、「
麺

─

１
グ
ラ

ン
プ
リ
in
館
林
」
実
行
委
員
会
事
務
局

（
館
林
商
工
会
議
所
内　

℡
74

─

５
１

２
１　

75

─

３
１
８
９　
　

azalea
@
tatebayashi-cci.or.jp

）
へ

問
合
せ　

同
事
務
局
、
又
は
市
市
民
協

働
課
市
民
活
動
推
進
係
（
内
線
６
８
６
）

表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

優
良
団
体
）

館
林
市
体
操
協
会

感
謝
状

退
任
感
謝
状
（
統
計
調
査
員
）　

赤あ
か

坂さ
か

一い
ち

二じ

（
岡
野
町
）、篠し

の

原は
ら

玉た
ま

枝え

（
尾

曳
町
）

退
任
感
謝
状
（
市
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
委
員
）

荒あ
ら

井い

實み
の
る

（
羽
附
旭
町
）　　
　
　
　
　

　

  　
　
　
　
　
　
（
一
部
敬
称
略
） 坂

さか

村
むら

　孝
たかし

さん
（花山町）

表
彰
状
・
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た

表　彰

交番
●

本町二丁目

●コンビニ

館
林
駅

竜の井広場

　

加
法
師
町
の
地
籍
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
実
施
地
区
内
に
土
地
を
所
有
し

て
い
る
か
た
は
、
説
明
会
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

地
籍
調
査
と
は
、
土
地
を
一
筆
ご
と

に
調
査
・
測
量
す
る
こ
と
で
す
。
地
籍

調
査
の
成
果
を
登
記
簿
に
反
映
し
、
地

図
を
更
新
す
る
こ
と
で
、
境
界
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

説
明
会

と
き　

７
月
８
日
㈬
・
12
日
㈰　

い
ず

れ
も
午
前
10
時
、
午
後
３
時

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す

と
こ
ろ　

市
役
所
５
０
１
会
議
室

事
業
内
容

実
施
地
区　

加
法
師
町

実
施
面
積
　
約
21
ヘ
ク
タ
ー
ル

共
通
事
項

問
合
せ　

産
業
政
策
課
国
土
調
査
係
（
内

線
２
３
８
）

加
法
師
町
の
地
籍
調
査
事
業
を
実
施

該
当
に
な
る
か
た
は
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

お知らせ

　

市
で
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た

い
か
た
（
お
ね
が
い
会
員
）
と
子
育
て

を
援
助
で
き
る
か
た
（
ま
か
せ
て
会
員
）

が
助
け
合
う
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
と
い
う
支
援
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
お
ね
が
い
会
員
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
登
録
を
希
望
す

る
か
た
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
　

▪
７
月
24
日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時
30

　

分
、
午
後
６
時
30
分
～
８
時

▪
７
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
で
、
生
後
３
か
月
～

小
学
６
年
生
の
保
護
者

内
容　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
概
要
や
病
児
・
病
後
児
の
預

か
り
に
つ
い
て
な
ど

登
録
料　

無
料

持
参
す
る
物　

筆
記
用
具
、
印
鑑

申
込
み　

７
月
22
日
㈬
ま
で
に
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

℡
75-

７
１
１ 

１
）
へ

問
合
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
、
又
は
市
こ
ど
も
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
（
内
線
６
３
１
）

※
託
児
を
希
望
す
る
か
た
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
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３
店
舗
分
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た

先
着
１
０
０
人
に
、
日
傘
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
用
紙
は
各

参
加
店
に
あ
り
ま
す

問
合
せ　

斉さ
い
と
う藤

進す
す
む

さ
ん
（
同
商
店

街
会
長　

℡
72

─

２
０
０
８
）、又

は
市
商
工
課
商
業
係 （
内
線
２
０
５
）

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
免
除

又
は
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
か
た
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■

免
除
申
請　

本
人
、
配
偶
者
及

　

び
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
を
基

　

準
に
審
査
し
、
承
認
さ
れ
る
と

　

保
険
料
の
全
額
、
又
は
一
部
が

　

免
除
に
な
り
ま
す

　

館
林
都
市
計
画
区
域
区
分
の
変

更
、
館
林
都
市
計
画
用
途
地
域
・

地
区
計
画
・
区
画
整
理
の
変
更
に

つ
い
て
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
赤
生
田
地
区

と
き　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

県
都
市
計

画
課
（
℡
０
２
７

─

２
２
６

─

３

６
５
６
）、、館
林
土
木
事
務
所
（
℡

72

─

４
３
５
５
）、、市
都
市
計
画
課

（
内
線
４
０
８
）

　　　

耕
作
が
放
棄
さ
れ
、
農
地
と
し

て
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
遊

休
農
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
遊

休
農
地
は
、
病
害
虫
や
雑
草
の
発

生
源
と
な
り
、
周
辺
の
農
地
や
住

宅
へ
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、

ご
み
を
捨
て
ら
れ
る
な
ど
生
活
環

境
が
悪
化
す
る
原
因
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
者
は
、
草
刈
り
な
ど
適
正

な
管
理
に
努
め
、
農
作
物
を
栽
培

し
て
有
効
に
活
用
し
、
た
い
せ
つ

な
農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
（
内
線
２
３
２
）

　

保
健
福
祉
事
務
所
で
行
っ
て
い

た
犬
の
捕
獲
業
務
な
ど
を
、
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
と
東
部
出
張
所

へ
移
管
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■

同
セ
ン
タ
ー
（
佐
波
郡
玉
村
町

　

℡
０
２
７
０

─

75

─

１
７
１
８
） 

　

犬
猫
の
譲
渡
、
動
物
取
扱
業
の

　

登
録
、
相
談
な
ど

■

東
部
出
張
所
（
太
田
市　

℡
55

　

─

０
７
３
１
） 　

犬
の
捕
獲
・

　

収
容
・
返
還
、
犬
猫
の
引
き
取

　

り
、
苦
情
対
応
な
ど

問
合
せ　

県
衛
生
食
品
課
食
品
衛

生
係
（
℡
０
２
７

─

２
２
６

─

２

４
４
２
）

　

か
ご
め
通
り
商
店
街
で
は
、
気

温
が
30
度
を
超
え
た
真
夏
日
に「
熱

っ
ち
っ
ち
セ
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。

と
き　

７
月
20
日
㈷
～
８
月
20
日
㈭

内
容　

商
店
街
で
買
い
物
を
し
て
、

　

気
温
と
湿
度
が
高
い
夏
場
は
、

食
中
毒
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

細
菌
な
ど
を
「
つ
け
な
い
」、「
増

や
さ
な
い
」、「
や
っ
つ
け
る
」
と

い
う
３
原
則
を
守
っ
て
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。　
　

①
つ
け
な
い
！
（
清
潔
）

■

調
理
前
に
は
石
け
ん
で
手
を
洗
う

■

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
包
丁
を

　

洗
わ
ず
に
、
他
の
食
材
を
切
ら

　

な
い

②
増
や
さ
な
い
！
（
迅
速
）

■

買
い
物
後
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に

　

入
れ
、
早
め
に
食
べ
切
る

③
や
っ
つ
け
る
（
加
熱
）

■

食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り

■

若
年
者
納
付
猶
予
申
請　

30
歳

　

未
満
の
か
た
で
、
本
人
及
び
配

　

偶
者
の
前
年
の
所
得
を
基
準
に

　

審
査
し
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険

　

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

※
全
額
免
除
、
又
は
若
年
者
納
付

　

猶
予
の
継
続
申
請
を
希
望
し
た

　

か
た
は
、
自
動
的
に
審
査
さ
れ
、

　

結
果
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

※
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
か
た

　

は
、
６
月
で
承
認
期
間
が
切
れ

　

ま
し
た
。
引
き
続
き
希
望
す
る

　

場
合
は
市
保
険
年
金
課
年
金
係

　

で
手
続
き
が
必
要
で
す

※
法
律
改
正
に
伴
い
、
２
年
１
か

　

月
前
の
月
分
ま
で
遡
っ
て
免
除

　

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

申
請
先
・
問
合
せ　

太
田
年
金
事

務
所
国
民
年
金
課
（
℡
49

─

３
７

１
６
）、又
は
市
保
険
年
金
課
年
金

係
（
内
線
６
１
８
）
へ

　

加
熱
す
る

■

調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
っ

　

て
か
ら
熱
湯
を
か
け
て
殺
菌
す
る

問
合
せ　

健
康
推
進
課
地
域
医
療

係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内　

℡
74

─

５
１
５
５
）

と
き　

８
月
２
日
㈰　

午
前
８
時
・

尾
曳
駐
車
場
集
合　

午
前
10
時
解
散

と
こ
ろ　

城
沼
周
辺

内
容　

城
沼
に
集
ま
る
野
鳥
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す

参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

持
参
す
る
物　

筆
記
用
具
、
飲
み

物
、
双
眼
鏡
（
貸
し
出
し
用
は
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

申
込
み　

当
日
会
場
へ

※
観
察
会
終
了
後
か
ら
正
午
ま
で
、

　

城
沼
公
民
館
で
野
鳥
の
ク
イ
ズ

　

や
映
写
会
を
行
い
ま
す

問
合
せ　

太お
お

田た

進す
す
む

さ
ん
（
日
本
野

鳥
の
会
群
馬
館
林
分
会　

℡
74

─

２
７
３
７
）、又
は
市
地
球
環
境
課

環
境
保
全
係
（
内
線
４
５
３
）

と
き
　
８
月
８
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館

対
象
　
幼
児
、
児
童
と
保
護
者

定
員
　
80
人
（
先
着
順
）

内
容　

人
形
劇
団
つ
く
し
ん
ぼ
に

よ
る
、「
ば
け
く
ら
べ
」、「
は
ら
ぺ

こ
あ
お
む
し
」
の
上
映

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
７
月
15
日
㈬
の
午
前
９

時
か
ら
、
同
館
で
入
場
券
を
配
布

問
合
せ
　
同
館（
℡
74

─

２
３
４
６
）

と
き　

８
月
23
日
㈰　

午
前
９
時

試
合
開
始
（
雨
天
中
止
） 

※
８
月
上
旬
に
打
ち
合
わ
せ
を
行

　

い
ま
す

と
こ
ろ　

高
根
運
動
場

対
象　

市
内
の
事
業
所
や
地
区
労

加
盟
の
組
織
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

募
集
数　

12
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
） 　

３
０
０

０
円
（
保
険
料
な
ど
）

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
８
日
㈬

か
ら
24
日
㈮
ま
で
に
、申
込
書（
商

工
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
に
参
加
費
を
添
え
て
、

館
林
地
区
労
セ
ン
タ
ー
（
℡
73

─

０
９
８
０
）、又
は
市
商
工
課
工
業

労
政
係
（
内
線
２
０
６
）
へ

　

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太

田
出
張
所
で
は
、
自
衛
官
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
祝
日
を
除
く
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

同
出
張
所
（
℡
45

─

５

５
６
３
）

●
献
血　

７
月
16
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル　

社
会
福
祉
課
社
会
係
（
内
線
６
３
０
）

●
た
ん
ぽ
ぽ
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集　

時
給
８
０
０
円　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

同
ク
ラ
ブ
（
☎
０
９
０ -

２
９
１
５ -

７
１
２
０
）、又
は
市
こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係
（
内
線
６
３
９
）

お
知
ら
せ

募
集

催
し
物

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
納
付
猶
予
申
請

防
衛
省
の
自
衛
官

農
地
の
適
正
管
理
の
お
願
い

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
！

城
沼
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

総額

無料 受付

35万円「樹木葬」販売開始！

総額20万円の永代供養墓も好評受付中

まずはご相談を。

緑に抱かれた、やすらぎの空間、グリーン・グレース

バラに囲まれたガーデニング区画からお選びできます。

墓所
販売中

14.08 久喜 45×180   スミ 1C

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒374 － 0053　群馬県館林市赤土町 810 －１
☎ 0276 － 73 － 5011　　0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/
E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

平成27年１月から、あなたにも相続税の可能性が…
悩んでいるならご相談を！ （無料相談受付中　土・日・　可）

関東信越税理士会所属

あ な た の 相 続 税 を 試 算 し て み ま せ ん か ？
相 続 税 診 断 書 　 作 成 料 　 ２ 万 円 （ 税 抜 ） よ り

関東財務局・関東経済産業局認定　経営革新等支援機関

年金機構の情報流出
による不審電話に注意！
　日本年金機構をかたる不審な電話
が市内でも確認されています。この
度の個人情報の流出に関して、同機
構や年金事務所、市役所が、電話で
市民のかたに連絡したり、金銭を求
めたりすることはありません。連絡
があっても、個人情報などを教えな
いように注意してください。
問合せ
■ 同機構専用電話
　窓口 （　0120 -
　818211）　
※午前８時30分～
　午後９時 （７月中は毎日）
■ 太田年金事務所（℡49 - 3716）
■ 市保険年金課年金係（内線6 1 8）

図
書
館
夏
休
み
人
形
劇

熱
っ
ち
っ
ち
セ
ー
ル

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
開
設

オープンガーデン
庭主さん募集

　花と緑豊かなまちづくりを
進めるため、一般家庭や事業
所などの庭を公開する「たて
ばやしオープンガーデン」の
新規庭主さんを募集します。
　現在25軒の庭主さんが認定
を受け、自慢の庭を公開して
います。広さや樹種に制限は
ありませんので、ぜひ応募し
てください。
対象　草花や樹木を主とした、
個人や事業所などの庭
公開時期　各庭の状況に応じ
て公開できます
参加費　無料 
申込み・問合せ　緑のまち推
進課緑化政策係 （内線4 1 6 ） へ

都
市
計
画
変
更
の
縦
覧

勤
労
者
交
流
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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持
参
す
る
物　

筆
記
用
具
、
③
は

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

申
込
み　

７
月
17
日
㈮
か
ら
①
は

８
月
21
日
㈮
、
②
は
９
月
11
日
㈮
、

③
は
９
月
25
日
㈮
ま
で
に
、
氏
名 

 

（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
記
入
し
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
大
学
こ
ど
も

研
究
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
７
４

─

８

５
５
５　

同
大
学
内　

74

─

１

２
１
５　

gakuseijuni@
kant

o-gakuen.ac.jp

）
へ

※
託
児
を
希
望
す
る
か
た
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡
74

─

１
２
１
２
）、又
は
市
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
（
内
線
２
２
４
）

と
き　

７
月
28
日
㈫　

午
前
10
時

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み　

７
月
21
日
㈫
の
午
後
６

時
か
ら
７
時
ま
で
に
、
同
公
民
館
へ

問
合
せ　

松ま
つ

尾お

隆た
か
し

さ
ん
（
生
涯
学

習
館
林
市
民
の
会　

℡
０
８
０

─

５
４
２
９

─

５
３
８
９
）、又
は
市

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内
線

２
２
４
）

と
き
・
内
容　

①
８
月
29
日
㈯　

子
ど
も
と
一
緒

　

に
楽
し
く
遊
ぶ
方
法

②
９
月
19
日
㈯　

子
ど
も
の
発
達

　

と
し
つ
け　

③
10
月
３
日
㈯　

子
ど
も
の
食
事

　

 

（
簡
単
な
お
や
つ
作
り
）　

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

関
東
短
期
大
学（
大
谷
町
）

対
象　

２
・
３
歳
児
の
保
護
者

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

講
師　

森も
り
し
ず静
子こ

さ
ん
（
同
大
学
教

授
）
他

参
加
費　

無
料

と
き　

８
月
20
日
㈭　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
会
館
３
号
室

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

内
容　

認
知
症
の
理
解
と
支
援
に

つ
い
て
学
び
ま
す

講
師　

川か
わ
し
ま
や
す
ひ
ろ

島
康
宏
さ
ん
（
川
島
脳

神
経
外
科
医
院
長
）

参
加
費　

無
料

※
生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会
会
員

　

以
外
は
、
年
度
会
費
１
０
０
０

　

円
が
別
途
必
要
で
す

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
10
日
㈮

か
ら
、
相あ

い
か
わ
し
ず

川
静
夫お

さ
ん
（
同
会　

℡
73

─

２
３
７
６
）、又
は
市
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係 

（
内
線
２
２

４
）
へ

と
き　

９
月
４
日
㈮
～
18
日
㈮
の

火 

・
金
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

（
全
５
回
）

と
こ
ろ　

渡
瀬
公
民
館

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
、

情
報
検
索
、
メ
ー
ル
の
活
用
な
ど

を
学
び
ま
す

と
き　

７
月
24
日
㈮　

午
後
５
時

～
６
時

と
こ
ろ　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
第
二
学
生
食
堂

テ
ー
マ　

 

「
身
近
な
微
生
物
パ
ワ

ー
～
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
大

活
躍
す
る
微
生
物
!!
～
」

講
師　

三み

浦う
ら

健た
け
し

さ
ん
（
同
大
学
准

教
授
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
大
学
板
倉
事
務
課（
℡

82

─

９
１
１
２
）、又
は
市
農
業
振

興
課
農
政
係
（
内
線
２
４
６
）

と
き　

７
月
10
日
㈮　

午
後
２
時

～
３
時

と
こ
ろ　

図
書
館

～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

三
野
谷
公
民
館

定
員　

20
人
程
度

内
容　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
、
認
知
症
の

正
し
い
知
識
や
接
し
方
の
講
話
な
ど

参
加
費　

無
料

申
込
み　

７
月
23
日
㈭
ま
で
に
、

同
セ
ン
タ
ー
新
橋
（
℡
75

─

３
０

１
３
）
へ

問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー
新
橋
、
又

は
市
介
護
高
齢
課
地
域
支
援
係（
内

線
６
２
３
）

定
員　

20
人
程
度

内
容　

朗
読
Ｃ
Ｄ
で
池い

け
な
み波

正し
ょ
う

太た

郎ろ
う

の
作
品
『
鬼
平
犯
科
帳
～
引
き
込

み
女
～
』（
朗
読
・
芥

あ
く
た

川が
わ
た
か
ゆ
き

隆
行
）
を

鑑
賞
し
ま
す

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
館
（
℡
74-

２
３
４
６
）

　

風
船
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月
17
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡
73 -

１
５
２
２
）

※
プ
ー
ル
の
利
用
期
間
は
７
月
17

　

日
㈮
～
８
月
30
日
㈰
の
火
～
日

　

曜
日　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

と
き　

７
月
28
日
㈫　

午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　

赤
羽
児
童
館

対
象　

小
学
３
～
６
年
生

定
員　

10
人 （
先

着
順
）

内
容　

ビ
ー
ズ

を
編
ん
で
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
を

作
り
ま
す

講
師　

芝し
ば
さ
き崎
真ま

り

こ

理
子
さ
ん
（
ビ
ー

ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
師
）

参
加
費（
１
個
） 　

５
０
０
円（
材

料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
11
日
㈯

の
午
前
10
時
か
ら
、
参
加
費
を
添

え
て
同
館 （
℡
72

─

４
１
５
５
） 

へ

と
き　

８
月
１
日
㈯　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
㈱

館
林
工
場
（
大
新
田
町
）

対
象　

小
学
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

内
容　

ソ
ー
ス
を
使
っ
た
料
理
を

作
っ
て
試
食
し
ま
す

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
11
日
㈯

の
午
前
10
時
か
ら
、
赤
羽
児
童
館

（
℡
72

─

４
１
５
５
）
へ

と
き　

７
月
25
日

㈯　

午
前
10
時
～

正
午
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

赤
羽
児

童
館

内
容　

か
き
氷
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

の
無
料
配
布
（
な
く
な
り
し
だ
い

終
了
）、フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、

和
太
鼓
の
演
奏

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
館
（
℡
72

─

４
１
５
５
）

と
き　

７
月
23
日
㈭
、
８
月
６
日

㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
相
談
時
間
は
１
人
20
分

と
こ
ろ　

向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

各
30
人
程
度

参
加
費　

無
料

申
込
み　

市
内
の
か
た
は
理
科
担

当
の
教
師
へ
、
市
外
の
か
た
は
同

館
（
℡
75

─

１
５
１
５
）
へ

問
合
せ　

同
館

●
屋
久
島
町
口
永
良
部
島
新
岳
噴
火
災
害
義
援
金
の
受
付　

12
月
25
日
㈮
ま
で　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

社
会
福
祉
課
社
会
係
（
内
線
６
３
０
）

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

Ｃ
Ｄ
朗
読
鑑
賞
会

赤
羽
児
童
館
「
夏
祭
り
」

児
童
館

理
科
自
由
研
究
相
談
会

科
学
館

とき　７月26日㈰　午後１時30
分～３時30分
ところ　図書館
対象　市内在住の小学２～４年生
定員　20人（先着順）
内容　 「ありとキリギリス」を
題材にして、読書感想文の書き
方を学びます
講師　廣

ひ ろ

瀬
せ

均
ひとし

さん
 （羽生市立羽生南
小学校教諭）
参加費　無料
持参する物　筆記
用具
申込み・問合せ　７月11日㈯の
午前９時から、直接同館（℡74
- 2346）へ

読書感想文の書き方

ビ
ー
ズ
で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り

児
童
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
開
き

広報たてばやし　12月1日掲載

暮
ら
し
に
役
立
つ
サ
イ
エ
ン
ス

ソ
ー
ス
を
使
っ
て
ク
ッ
キ
ン
グ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　優しさと思いやりの心を育み、
正しい交通マナーで交通事故防
止に努めましょう。
期間　７月11日㈯～20日㈷
運動重点項目　
１．子どもと高齢者の交通事故
　　防止
２．出会い頭事故・追突事故の
　　防止
３．全ての座席のシートベルト
　　とチャイルドシートの正し
　　い着用の徹底
問合せ　安全安心課交通政策係
（内線3 2 9 ）

夏の県民交通安全運動
～慣れた道
　　　出会い頭は
　　　　　　　要注意～

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会

 

「
認
知
症
に
つ
い
て
」

関
東
短
期
大
学
公
開
講
座

使
っ
て
覚
え
る

初
級
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
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市民の皆さんの
活動やイベントを
紹介するコーナーです

市 民 の
ひ ろ ば
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　地域子育て支援センターによる親子エアロビクスが、
６月12日に大島公民館で行われました。これは親子や子
ども同士がエアロビクスを通して、交流を深めるために
開催されています。参加した７組16人の親子は、ジャン
プしたり、駆け回ったりするなど楽しく体を動かしました。

指導者の心得を学ぶ
子どもたちの体験活動をサポートする

元気いっぱいエアロビクスを体験
親子で楽しく汗を流す

　青少年指導者養成講座が、６月11日から全４回にわた
り、市役所研修室などで行われています。子どもたちの
体験活動の指導者として、事業の企画・運営力を養う同
講座には、19人が参加。指導者の心構えや役割、安全管
理技術、野外活動で必要なノウハウなどを学んでいます。

花菖蒲園は美しい花でいっぱい！
花摘み娘による花がら摘みで

親子で仲よく竹馬作り
昔ながらの懐かしい遊び道具

　６月13日と14日、館林花菖蒲園で花摘み娘による
花がら摘みが行われました。これは、咲き終わった
一番花を摘むことで見栄えをよくするだけでなく、
二番花の開花を進めるために行うもの。多くのカメ
ラマンなどが注目する中、花摘み娘たちは笑顔で丁
寧に花がらを摘み、会場にきれいな花を添えました。

　竹馬作りが、６月５日に松波保育園で行われました。
これは親子で物づくりの楽しさを味わうもので、年長の
園児とその保護者44人が参加。世界で一つだけの手作り
の竹馬ができあがると、子どもは保護者に竹馬の乗り方
を教えてもらい、親子でいっしょに竹馬を楽しみました。

色
が
あ
る
。
み
こ
し
を
通
じ
て
、

そ
の
土
地
の
文
化
を
感
じ
ら
れ

る
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
。
館

林
の
文
化
も
し
っ
か
り
継
承
し

た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
そ
ん
な
小
林
さ
ん
は
、
翌
週

行
わ
れ
る
「
手
筒
花
火
大
会
」

で
も
中
心
的
存
在
。
自
ら
が
出

演
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
か
に

〝
魅
せ
る
〟
か
を
、
他
の
参
加

団
体
な
ど
と
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
一
暑
い
ま
ち
で
行
わ
れ

る
粋
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
熱
い

祭
り
。
日
本
一
の
暑
さ
を
も
吹

き
飛
ば
す
地
域
文
化
の
継
承
を

見
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
今
月
、「
館
林
ま
つ
り
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
祭
り
を

い
か
に
盛
り
上
げ
る
か
、
そ
の

仕
掛
け
役
を
担
っ
て
い
る
の
が
、

み
こ
し
パ
レ
ー
ド
を
取
り
仕
切

る
館
林
み
こ
し
同
好
会
代
表
の

小
林
但
弥
さ
ん
で
す
。

　
小
林
さ
ん
は
、「
気
持
ち
を
一

つ
に
し
な
け
れ
ば
う
ま
く
担
げ

な
い
と
こ
ろ
が
み
こ
し
の
魅
力
。

息
の
合
っ
た
我
々
の
担
ぎ
を
見

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。
ま

た
、「
祭
り
は
地
域
文
化
の
象
徴
。

み
こ
し
の
渡と

御ぎ
ょ

を
通
し
て
文
化

を
継
承
す
る
の
だ
か
ら
心
し
な

さ
い
」
と
い
う
先
代
の
言
葉
を

胸
に
「
ど
の
地
域
に
も
違
っ
た

profile
昭和46年４月、成島町に生まれる。父親
の影響で、もの心つく頃には祭りが日常
に。今も毎年５月から10月下旬まで、近
隣の祭りはもちろん、東京（三社祭や鳥
越祭）や埼玉など、約20か所の祭りでみ
こしを担ぐ。長良睦会２代目会長。

file_252

仲間といっしょに地域文化を継承していきたい

（成島町）
小
こ

林
ばやし

但
ただ

弥
や

さん

勇
壮
な
姿
で
継
承
す
る

　
地
域
文
化
の
象
徴

団体各々が勇姿を見せる夜のみこし。一方、日曜の昼
は、華みこし（女性のみ）や６団体が力を合わせて担
ぐみこしが見どころ。翌週の手筒花火も必見！
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図書館

科学館

施設
だより

体育館

文化会館・三の丸芸術ホール

文学館

催し物ご案内

市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

田山花袋記念文学館
（℡74 - 5１00）

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

図書館
（℡74- 2346）

向井千秋記念子ども科学館
（℡75 - 1515）

※参加費は無料です
スポーツ振興課

（城沼総合体育館内　℡74- 2611）

1617 広報館林

７月の施設の休館日（施設名・問合せ）
▪文化会館　13日㈪・℡74 - 4111
▪三の丸芸術ホール　13日㈪・℡75 - 3030
▪城沼総合体育館　27日㈪・℡74 - 2611新着＆お勧め本紹介

　器の大きい人とはどんな人？器の小さ
い人とは何が違うの？器の大きい人にな
るためのコツをわかりやすく紹介する、
社会人にお勧めの一冊です。（一般書）

中谷彰宏／著　ぱる出版
器の大きい人、器の小さい人

　耳に心地よいリズミカルな言葉が、子
守歌のように優しく赤ちゃんの眠りを誘
います。寝る前の読み聞かせにぴったり
の絵本です。（児童書）

内田麟太郎／文　長谷川義史／絵　童心社
いいこ　ねんね

　
　文学館には、花袋が使った扇風機が展示されてい
ます。黒い鉄の羽根が４枚付いた東芝製の扇風機で、
三越のロゴが入っています。昭和４年頃に購入した
ものと思われ、当時は最新式のものでした。扇風機
を載せるための木製の台も付いています。

「電扇生風不知夏」－花袋愛用の扇風機－

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

７月15日㈬ しゃんしゃんしゃん　しゃしゃしゃ
んしゃん

７月18日㈯ ライフ・オブ・パイ　トラと漂流し
た2 2 7日（吹き替え）

７月19日㈰ ライフ・オブ・パイ　トラと漂流し
た2 2 7日（字幕）

８月１日㈯ ジュラシックパーク３（吹き替え）

８月２日㈰ ジュラシックパーク３（字幕）

８月５日㈬ 野生のエルザ（字幕）

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

７月19日㈰ あらしのよるに　ひみつのともだち４

８月２日㈰ カンフーパンダ

道
し
る
べ

市
内
に
眠
る

歴
史
と
文
化
の

足
跡
を
訪
ね
て
…

27

　天保12年（1841）に建てられた道標。台座に
「いゝの加し」「すぎのわたし」など刻まれ、飯
野の河岸（板倉町）や「杉の渡し」を示します。
　正面には「十九夜供養」の文字と如意輪観音
像が彫られています。如意輪観音は、安産祈願
の信仰対象となり、今も十九夜念仏や腹帯を妊
娠５か月目の戌

いぬ

の日に巻く風習が残っています。

十九夜供養の道標
羽附町（長竹集会所前）

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

花袋愛用の扇風機

映画会で楽しいひとときを

夜間天体観望会「土星を見よう」
とき　７月11日㈯・18日㈯　午後７時～８時30分
※雨天・曇天の場合は中止
公開天文台「太陽・昼間の星の観察」
とき　７月12日㈰・26日㈰　午後１時50分～２
時20分
※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
サイエンスショー
「光と色の大実験」
とき　７月19日㈰　午後１
時50分～２時20分
「空気は力持ち　パート２」
とき　８月２日㈰　午後１時50分～２時20分
公開電子顕微鏡
　電子顕微鏡を使ってミクロの世界を紹介します。
とき　８月１日㈯　午後１時50分～２時20分
えほんdeかがく「こんちゅうのふしぎ」
　科学絵本の読み聞かせと工作や実験を行います。
とき　８月２日㈰　午後２時30分～３時

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加者の年齢に
応じて選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

キエフ・クラシック・バレエ団
「眠りの森の美女」

とき　11月８日㈰　午後２時開演（午後１時30分開場）
ところ　三の丸芸術ホール
チケット（全席指定）　一般　3 , 9 0 0円、友の会
会員　3 , 6 0 0 円、高校生以下 2 , 5 0 0円
※未就学児の入場はご遠慮ください
販売　８月２日㈰の午前９時から、文化会館窓口へ
※友の会会員は８月１日㈯から

　フランスの実力派カル
テットによる３度目の日
本ツアー。クラシックか
らジャズまで、聴衆を魅
了する迫力ある演奏と洗
練されたサウンドをぜひ
ご堪

たん

能ください。

　
　
　健康への意識を高めてもらうことを目的とした、健康
づくり教室が６月３日に城沼総合体育館で開催されまし
た。全５回の講座のうち、この日は、正しいウオーキン
グとランニング方法の講座と実技が行われました。
　参加者は、自分の歩幅や歩く速度を計測した後、館内
のランニングコースを利用して、それぞれの年齢や体力
に合わせたウオーキングを実践。運動の効果と楽しさを
実感しながら、気持ちよく汗を流しました。

　たいへん暑がりだった花
袋は、夏には行水をしたり、
着物を脱いで裸になったり、
氷を塊で買ったりして暑さ
をしのいでいたようです。
しかし、昭和４年７月の漢
詩には「電扇生風不知夏」
とあり、扇風機を買ったこ
とで夏を涼しく快適に過ご
せるようになったことを喜
ぶ様子が書かれています。

自分に合った運動で、楽しく健康づくり

とき　７月23日㈭　午後７時開演（午後
６時30分開場）
ところ　文化会館大ホール
チケット（全席指定）　Ｓ席　6 , 0 0 0円、
友の会会員　5 , 5 0 0円、Ａ席　5 , 0 0 0円
※３歳以下の入場はご遠慮ください
販売　文化会館窓口で販売中

弦楽器が奏でるクラシックとジャズの世界
「エベーヌ弦楽四重奏団」

©Julien Mignot 
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スポーツ吹矢愛好会

問
合
せ
　
河か

わ

原は
ら

俊と
し

郎ろ
う

さ
ん
（
℡
74

─

０
３
６
６)

　

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

愛
好
会
は
、
毎
週
土
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
分
福
公

民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
特
徴

は
腹
式
呼
吸
を
使
う
こ
と

で
す
。
吹
矢
を
放
つ
前
に

深
呼
吸
を
し
て
、
呼
吸
を

整
え
て
か
ら
吹
矢
を
構
え

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
息
を

吸
い
、
的
を
目
が
け
て
思

い
切
り
息
を
吐
き
ま
す
。

狙
っ
た
と
お
り
に
的
の
真

ん
中
に
当
た
っ
た
と
き
は
、

と
て
も
気
持
ち
が
よ
い
で
す
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

県
大
会
な
ど
に
向
け
て
、

楽
し
く
練
習
し
て
い
る
の

で
、
気
軽
に
見
学
に
来
て

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　７月30日㈭の午後２時から市役所5 0 3
会議室で行います。傍聴を希望するかた
は当日会場へお越しください。（団体の場
合は事前申し込みが必要）
※定員　15人（先着順）
※問合せ　教育総務課総括係（内線2 1 8）

○表紙の写真
　分福公民館主催
のふれあい稲作体
験教室に参加した
美園小学校の５年
生。地域のかたに
教えてもらいなが
ら、元気よく田植
えを行いました。

306

献立　№59

短時間で簡単に作れるので、朝食のメニューにもお勧めの「レタスのスープ」。
コンソメではなく、中華スープの素を使っても違ったおいしさが味わえます。
色鮮やかに仕上げるためにレタスは最後に入れるのがポイント。小さなお子さ
んのいる家庭ではレタスをちぎらせるなど、料理をいっしょに楽しめます♪

材　料（４人分）
▪レタス
　（食べやすい大きさにちぎる）
▪ニンジン（イチョウ切り）
▪タマネギ（半分を千切り）
▪卵
▪片栗粉
▪水
【調味料】
▪コンソメ
▪しょうゆ
▪塩コショウ

レタスのスープ一人前当たり59kcal

作り方
①鍋に水を入れ、ニンジン、タマネギが軟
　らかくなるまで煮る
②野菜が煮えたら、調味料で味を調える
③水で溶いた片栗粉を加える
④割りほぐした卵を入れ、円を描くように
　回しながらゆっくり混ぜる
⑤最後にちぎっておいたレタスを加え、し
　んなりしたら火を止め、完成！

1/2個
1/4本
1/2個
２個
小１
600cc

固形１個
大１
少々
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